
主な内容

広　報
発行／栄村役場

■令和元年度栄村表彰式についてほか

■稲作農家支援に関するアンケート結果について

■道路除雪に関するお知らせほか

■保健だよりほか

■小・中学生と村長の懇談会について

北信広域連合広報紙『ふるさと北信濃2019冬号』

・・・・・・・・・・・・Ｐ２

・・・・Ｐ３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

・・・・・・・・・・・・Ｐ９

・・・Ｐ12－15

　令和元年11月１日㈮に栄小学校体育館にて音
楽会が開催されました。
　子どもたちの元気いっぱいの合唱や、力強い
合奏は、会場内の皆さんの心に響き渡ったこと
でしょう。
　ＰＴＡおよび職員による合唱も聴く人を魅了
する美しい歌声でした。
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（2）広 報 さ か え令和元年12月１日

　

令
和
元
年
度
栄
村
表
彰
は
3
名
の
方

が
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
㈰
の
栄
村
役
場
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
へ
は
2
名
の
方
が
出
席
を
さ

れ
、
森
川
村
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
功
労
の
部
〉

○
鈴
木
敏
彦
（
青
倉
）

　

16
年
の
永
き
に
わ
た

り
栄
村
議
会
議
員
と
し

て
、
4
年
間
は
産
業
社

会
常
任
委
員
長
の
重
責

を
担
い
、
村
政
の
発
展

と
村
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

〇
月
岡
英
男
（
森
）

　

16
年
の
永
き
に
わ
た

り
栄
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
、
4
年

間
は
選
挙
管
理
委
員
長

の
重
責
を
担
い
、
明
る

い
選
挙
、
公
正
な
選
挙

の
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 令

和
元
年
度

栄
村
表
彰
式
開
催

告
知
ス
ピ
ー
カ
ー
の

乾
電
池
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

令
和
２
年
度
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て

〈
善
行
の
部
〉

○
飯
塚
英
春
（
長
野
市
）

　

自
身
が
撮
影
し
た
栄
村
の
風
景
・
人

物
写
真
の
展
示
会
を
各
地
で
開
催
し
、

栄
村
の
観
光
に
大
い
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
写
真
パ
ネ
ル
72
点
の
篤
志
寄
付

を
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２功労の部受賞の月岡英男さん（前列左から2番目）

善行の部受賞の飯塚英春さん（前列右から2番目）

　

各
戸
へ
設
置
し
て
い
る
告
知
放
送
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、乾
電
池
（
単
3
×
4
本
）

を
入
れ
る
こ
と
で
、
停
電
時
で
も
村
か

ら
情
報
を
放
送
し
ま
す
が
、
乾
電
池
が

入
っ
て
い
な
い
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
日
頃
か
ら
電
池
を
入
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
液
漏
れ
に
よ
る
故
障
を
防
ぐ

た
め
に
、
1
年
に
1
回
程
度
、
電
池
交

換
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
池
が
無
く
な
る
と
一
番
左
の
電
源

ラ
ン
プ
が
ゆ
っ
く
り
点
滅
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
電
源
と
乾
電
池
を
一
緒
に
抜

き
、
再
度
差
し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
改

善
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
地
域
を
よ

く
し
た
い
」「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み

た
い
」
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
こ
の
支

援
金
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域

づ
く
り
を
実
践
す
る
団
体
の
皆
さ
ん
が

円
滑
に
こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
制
度
の
概
要
等
を
ご
案
内
す
る

説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
に
向
け
て
本
事
業
の
活

用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

令
和
元
年
12
月
23
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◇
場
所　

北
信
合
同
庁
舎　

4
階
講
堂

※
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
元
気
づ
く
り
支
援
金
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
信
地
域
振
興
局 

企
画
振
興
課

　

☎
０
２
６
９
─

２
３
─

０
２
０
１

DENCHI

DENCHI



広 報 さ か え（3） 令和元年12月１日

稲
作
農
家
支
援
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て

　

栄
村
で
は
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
支
援
す
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
を
活
用
し
稲
作
農
業
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度

よ
り
そ
の
運
用
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た

た
め
、
来
年
度
以
降
の
農
業
支
援
策
を

計
画
す
る
た
め
の
参
考
と
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〇
提
出
枚
数
　

　

2
3
0
枚
（
回
収
率
30
・
6
％
）

〇
男
女
別

　

男　

性�

1
8
1
人
（
80
・
8
％
）

　

女　

性�

22
人
（
9
・
8
％
）

　

未
記
入�

27
人
（
12
・
1
％
）

〇
年
齢
別

　

20
代�

0
人
（
0
・
0
％
）

　

30
代�

7
人
（
3
・
1
％
）

　

40
代�

6
人
（
2
・
7
％
）

　

50
代�

32
人
（
14
・
3
％
）

　

60
代�

68
人
（
30
・
4
％
）

　

70
代�

67
人
（
29
・
9
％
）

　

80
歳
以
上�

39
人
（
17
・
4
％
）

　

未
記
入�

11
人
（
4
・
9
％
）

〇
農
家
別

　

専
業
農
家�

43
戸
（
19
・
2
％
）

　

兼
業
農
家�

91
戸
（
40
・
6
％
）

　

非
農
家�

42
戸
（
18
・
8
％
）

　

未
記
入�

54
戸
（
24
・
1
％
）

アンケート結果
１．特Ａ米に加算金を付ける� 48人（21.6%）

２．１等米以上に加算金を付ける� 41人（18.5%）

３．作付面積に応じて支援金を交付� 89人（39.7%）

４．営農組織に機械購入等の補助を行う
� 42人（18.8%）

５．その他� 4人（ 1.6%）

未記入� 6人
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　現在の作付け補助金給付等で作付けだけ
やれば補助金がもらえるということで面積
だけ広げている感じがする。そういう人の
田んぼ程、管理が悪く、畦草は伸び、田の
中はヒエが多く稲穂が出れば完全にその田
だけ色が違う。

　寄付額によって左右される「ふるさと納税」だ
けでは農家支援とは言えない。農業の基幹である
栄村の稲作（田んぼ）を守っていくためには、そ
の推進力となる働き手（担い手）を育てていかな
ければならない。加算金もよいが、直接給付型で
なく、機械整備、働き手の育成など将来に繫がる
支援策を望みます。

　継続、持続する事が一番大切だと思います。ただ、単価が安いと耕作意欲が無くなることも事実です。

　村の農業政策の方向（将来）を明確にする。①無農薬、有機農
法にするか。付加価値を重要視するか。②ヘリの農薬散布なのか、
堆肥センターなのか。農業予算が分散している。③家族農業の支
援がない。もっと大切にすべき。支援の検討を。

　JA出荷者のみ恩恵を受けるのは

いかがなものか。販路など農家の自

主性を促してきたのに…。

寄せられたご意見



（4）広 報 さ か え令和元年12月１日

◆除雪機を使用する際には、使用者の責任において、正しい操作で、安全に作業しましょう。
①除雪作業中は、まわりに人を近付けないようにしましょう！　
②雪詰まりを取り除くときはエンジンを停止し、必ず雪かき棒を使いましょう！
③除雪機から離れるときは、必ずエンジンを停止してください！
④後進するときは、足もとや後方の障害物に注意してください！
◆屋根の雪下ろしを行うとき
①転落事故や屋根雪の下敷きにならないように、十分に注意して作業しましょう！
②できるだけ２人以上で作業しましょう！
③ヘルメットをかぶったり、命綱を付けたりして安全を確保しましょう！

冬
期
間
、
村
で
は
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

降
雪
中
や
夜
間
の
作
業
は
視
界
も
悪

く
路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。ま
た
、

駐
車
さ
れ
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き

ず
、交
通
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
と
大
変

危
険
で
す
。車
間
距
離
を
十
分
と
り
、30

ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
止
ま
っ
て
い
る
除
雪
車
に
も
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
出
入
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
各
家

庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
住
宅

の
出
入
口
付
近
な
ど
に
雪
が
た
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

雪
は
各
家
庭
で
除
雪
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
外
し
、
水
路
へ
雪
を
流
す
場
合
は
、

除
雪
後
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
付
い
た
雪

を
し
っ
か
り
落
と
し
て
、
路
面
よ
り
高

く
な
ら
な
い
よ
う
に
元
に
戻
し
て
く
だ

さ
い
。

④
夕
方
の
降
雪
は
、
翌
日
の
早
朝

除
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

午
後
3
時
以
降
に
降
雪
が
15
㎝
以
上

あ
っ
た
場
合
で
も
、
翌
朝
の
除
雪
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
積
雪
の
状
況
で
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

降
雪
時
間
、
積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑥
昼
間
は
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出

な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

午
前
10
時
～
11
時
と
午
後
2
時
～
3

時
の
2
時
間
は
、
タ
イ
マ
ー
の
設
定
に

よ
り
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

⑦
役
場
駐
車
場
は
夜
間
の
駐
車
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

役
場
駐
車
場
は
、
役
場
に
用
事
の
あ

る
方
以
外
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
夜
間
・
早
朝
は
除
雪
作
業
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
降
雪
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課
建
設
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
３

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

歩行除雪機による事故・雪下ろし中の事故を防ぎましょう！村
の
除
雪
作
業
は
、

降
雪
15
㎝
以
上
が

目
安
と
な
り
ま
す
！



広 報 さ か え（5） 令和元年12月１日

水
道
の
宅
内
配
管

凍
結
防
止
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

冬
期
間
は
寒
波
に
よ
る
凍
結
や
落
雪
等

に
よ
り
水
道
管
が
破
損
漏
水
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
器
か
ら
先
の
宅
内
配
管
は
、

使
用
者
個
人
の
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

も
し
、
漏
水
事
故
が
あ
る
と
、
地
区
全
体

の
断
水
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
多
額
の
水
道

料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

漏
水
事
故
の
な
い
よ
う
に
水
道
の
管
理

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
部
分
が
外
気
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
電
熱

線
、
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
等
を
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
差
し
込

ま
れ
て
い
る
か
、
通
電
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
屋
外
水
道
、
不
凍
栓
に
は
棒
な
ど
の
目

印
を
立
て
て
、
雪
下
ろ
し
や
除
雪
作
業

に
よ
る
破
損
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
長
期
間
不
在
と
な
る
家
屋
ま
た
は
冬
期

間
使
用
し
な
い
屋
外
水
道
な
ど
は
、
不

凍
栓
を
閉
め
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、
水
抜
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
水
道
メ
ー
タ
ー
の

表
示
盤
に
、
漏
水

マ
ー
ク
が
表
示
さ

れ
た
場
合
は
漏
水

の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
宅
内

の
配
管
を
点
検

し
、
産
業
建
設
課

へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ

け
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
熱

湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
損
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
お
湯
を
か
け
て
も
解
け
な
い
場

合
は
水
道
修
理
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

《
冬
期
間
の
メ
ー
タ
ー
検
針
》

　

玄
関
先
等
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
表
示
盤

を
設
置
し
て
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
1

月
と
3
月
に
メ
ー
タ
ー
検
針
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
表
示
盤
付
近
の
除
雪
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
３

◇年末年始の各施設等の業務日程
役 場 及 び 秋 山 支 所 12月29日㈰～ 1月3日㈮まで休業

※役場は日直がいますので各種届出の受領はできますが、証明書の発行等はできませんので、ご了承ください。

老人福祉センター（長瀬） 12月25日㈫～ 1月3日㈮まで休業
高齢者総合福祉センター 12月31日㈫～ 1月2日㈭まで休業
高齢者生きがいセンター 12月28日㈯～１月6日㈪まで休業
デ マ ン ド 交 通

（カタクリ号）
12月28・29・30日、1月2・3・4・5日は土日・祝日ダイヤ
※12月31日、1月1日運休　1月2日の予約は12月30日までにお願いします。

凍
結
等
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

宅
内
配
管
で
漏
水
の
確
認
方
法

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

◇年末年始の開業日について
　津南地域衛生施設組合の年末年始の開業日をお知らせします。皆さんのご理解ご協力をお願いします。　

【ごみ処理業務】　年末年始のごみの持ち込み（直接搬入）は、次のとおりです。
▪12月27日㈮まで平常開業
▪12月29日㈰　年末開業日　午前８時45分から正午までと、午後１時から午後４時45分まで
▪12月30日㈪　年末開業日　午前８時45分から正午までと、午後１時から午後４時まで
▪12月31日㈫から１月３日㈮（休業）
▪１月４日㈯　土曜開業　午前８時45分から11時45分まで　　▪１月６日㈪　平常開業
※詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください。

【し尿処理業務】　し尿の汲み取り作業は、次のとおりです。
▪12月27日㈮まで平常業務　　▪12月28日㈯〜１月３日㈮まで休業　　▪１月６日㈪から平常業務

【火葬業務】　津南斎場は、次のとおりです。
▪12月30日㈪まで平常業務　　▪12月31日㈫　午前のみ業務　　▪12月31日㈫　午後〜１月２日㈭まで休業
▪１月３日㈮から平常業務

問合せ先 津南地域衛生施設組合　☎025-765-3495 ※12月31日〜１月３日は、電話対応は
できませんので、ご了承ください。
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期間　 令和元年12月１日㈰～令和元年12月31日㈫

スローガン　～思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔～

◇夕暮れから夜間の外出時は、夜光反射材や自発光材を使用して、自分の存在をアピールしましょう。
また夕暮れ時は車のライトを早めに点灯し、夜間は原則上向きライトにしましょう。

◇飲酒運転四（し）ない運動「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」「乗る人には飲ませない」
　「飲んだ人には運転させない」を徹底しましょう。ハンドルキーパー運動を推進しましょう。
◇シートベルト・チャイルドシートは「命綱」です。後部座席を含めたすべての座席で、正しく着用し、守れる

命を確実に守りましょう。

上
倉
章
夫
さ
ん（
平
滝
）が

叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

わ
さ
び
を
栄
村
の
特
産

品
に

秋
山
郷
で
畳
石
式
わ
さ

び
田
を
造
成

上
倉 

章
夫
さ
ん

（
元
岳
北
広
域
行
政
組
合
消
防
指
令
）

2
0
1
9
秋
の
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
消
防
職

員
と
し
て
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
た

め
、
多
年
に
わ
た
り
著
し
く
危
険
性
の

高
い
業
務
に
精
励
し
た
方
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

上
倉
さ
ん
は
昭
和
43
年
に
東
京
消
防

庁
に
入
庁
し
、
以
来
39
年
間
の
永
き
に

渡
り
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
帰
郷
し
て
か
ら
は
岳
北

消
防
本
部
に
勤
務
さ
れ
、
東
京
消
防
庁

で
培
っ
た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
現

在
の
栄
分
署
設
立
の
た
め
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
険
物
業
務
に
も
携
わ
り
、

若
手
の
指
導
育
成
に
意
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
現
在
の

岳
北
危
険
物

安
全
協
会
の

設
立
に
貢
献

さ
れ
ま
し

た
。

　

栄
村
で
は
葉
ワ
サ
ビ
の
生
産
が
秋
山

郷
を
中
心
に
盛
ん
で
す
が
、
さ
ら
に
根

茎
の
水
わ
さ
び
を
特
産
に
す
る
べ
く
、

小
赤
沢
に
お
い
て
畳
石
式
の
わ
さ
び
田

を
造
成
し
ま
し
た
。
畳
石
式
わ
さ
び
田

は
伊
豆
方
面
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る

方
式
で
、
管
理
作
業
の
効
率
が
よ
く
、

人
工
的
な
築
田
で
は
最
も
良
い
方
法
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
畳
石
式
わ
さ
び
田
造
成
の
た

め
、
津
南
町
出
身
で
わ
さ
び
栽
培
で
は

唯
一
の
地
域
特
産
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格

を
持
つ
、
静
岡
県
伊
豆
市
在
住
の
鈴
木

丑
三
さ
ん
に
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ

ん
は
若
く
し
て
わ
さ
び
栽
培
に
携
わ

り
、
畳
石
式
わ
さ
び
田
造
成
の
第
一
人

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
わ
さ
び
栽
培
に

お
い
て
は
黄
綬
褒
章
な
ど
多
数
の
受
賞

歴
が
あ
る
わ
さ
び
栽
培
の
第
一
人
者
で

す
。
鈴
木
さ
ん
が
栽
培
す
る
わ
さ
び
は

宮
内
庁
へ
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
に
は
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
計
6
日
間
、
わ
さ
び
田
造
成
工
事
の

指
導
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
小
赤
沢
に

あ
る
遊
休
農
地
を
わ
さ
び
田
に
造
成
し

ま
し
た
。
10
月
に
は
宮
内
庁
御
用
達
の

わ
さ
び
苗
を
は
じ
め
と
す
る
数
種
類
の

苗
を
提
供
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
植
付

け
作
業
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
小
赤
沢
活
性
化
倶
楽
部
が
栽
培
管

理
を
行
い
、
生
育
状
況
、
採
算
性
な
ど

を
検
証
す
る
計
画
で
す
。

年末の交通安全運動が実施されます

わ
さ
び
苗
の
植
付
け
作
業
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.52

　

こ
ん
に
ち
は
、
秋
山
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
石
川
で
す
。
間
も
な
く
冬
本

番
、
皆
様
も
風
邪
、
怪
我
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

今
年
の
秋
も
昨
年
と
同
様
に
天
池
キ

ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
「
夢
灯
」、
切
明

簡
易
型
道
の
駅
「
秋
山
郷
の
市
」
と
誘

客
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し
て
き
ま

し
た
。
た
だ
今
年
は
「
夢
灯
」
で
は
イ

ベ
ン
ト
中
の
雨
、「
郷
の
市
」
で
は
十

月
の
台
風
十
九
号
の
影
響
に
よ
る
奥
志

賀
高
原
線
の
閉
鎖
、
気
候
に
よ
る
紅
葉

の
遅
れ
と
不
調
な
ど
天
候
、
自
然
環
境

に
よ
る
手
痛
い
洗
礼
を
受
け
、
例
年
と

比
べ
れ
ば
外
部
か
ら
の
来
場
者
が
大
幅

に
減
少
と
手
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
自
然
を
観
光
の
売
り

に
す
る
難
し
さ
と
市
街
か
ら
遠
く
離
れ

た
山
地
の
交
通
弱
点
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
、
今
後
の
課
題
や
改
善

点
に
多
く
気
づ
け
た
の
で
収
穫
も
し
っ

か
り
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
課
題
で
特

に
心
に
響
い
た
の
が
「
地
域
の
独
自
性

を
持
ち
な
が
ら
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
こ
と
で
す
。
料
理
で

な
ら
普
段
は
食
べ
ら
れ
な
い
珍
し
い
も

の
で
か
つ
お
い
し
い
料
理
と
い
う
こ

と
、
イ
ベ
ン
ト
な
ら
他
が
や
っ
て
い
な

い
独
自
性
や
伝
統
が
あ
り
か
つ
楽
し

い
、
行
き
た
く
な
る
こ
と
で
す
。
こ
の

二
つ
の
両
立
が
難
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
な
い
と
ど
ち
ら
か
に
不
満
が
で
て

し
ま
う
結
果
に
な
り
が
ち
で
す
。
難
し

い
問
題
で
す
が
是
非
今
後
の
観
光
振
興

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。　

　

私
の
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
も
後
一

年
と
な
り
、
終
了
後
の
生
活
を
決
め
る

時
期
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
村

の
為
に
何
か
で
き
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
任
期
後
の
仕
事
を
考
え
て
い
き
、
こ

の
一
年
を
更
な
る
活
動
へ
の
基
盤
、
村

の
振
興
と
な

る
活
動
に
し

て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す

の
で
、
こ
れ

か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
地
域
お
こ

し
協
力
隊

石
川
泰
正
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

10
月
31
日
～
11
月
5
日
に
か
け
、
ジ
オ
パ

ー
ク
全
国
大
会「
2
0
1
9
お
お
い
た
大
会
」

が
大
分
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
苗
場
山
麓

か
ら
は
、
11
月
1
日
か
ら
4
日
の
間
、
栄
村

教
育
長
、
事
務
局
3
名
、
ガ
イ
ド
2
名
の
計

6
名
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
10
回
目
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、

い
つ
も
よ
り
期
間
が
長
く
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
日
本
各
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
の
ブ
ー

ス
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

中
で
も
面
白
か
っ
た
の
は
、
前
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
委
員
長 

尾
池
和
夫
氏
の
基

調
講
演
で
し
た
。

　
「
日
本
で
は
、
地
学
は
戦
前
『
地
文
学
』

と
い
っ
た
。『
文
』
と
い
う
の
は
人
の
体
を

意
味
し
、
人
間
を
表
し
て
い
る
。
万
物
を
表

す
『
天
地
人
』
を
学
術
的
に
分
け
る
と
、『
天

文
学
（
宇
宙
科
学
）』、『
地
文
学
（
地
球
科

学
）』、『
人
文
学
（
人
文
科
学
）』
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、『
天
』
と
『
人
』、『
地
』
と
『
人
』、

『
人
』と『
人
』の
関
り
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
」

　

以
上
は
私
の
目
線
で
講
演
の
一
部
を
要
約

し
た
も
の
で
す
が
、
人
と
の
関
り
が
す
べ
て

に
入
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
は
と
て
も
面
白

い
で
す
よ
ね
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
、
人
（
地
域

住
民
や
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
）
を
中
心
と
し
た

教
育
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ

と
様
々
な
こ
と
に
人
々
が
関
わ
り
、
地
域
を

深
く
学
び
、
そ
れ
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
よ
り
よ
い
地
域
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

尾
池
氏
の
文
章
も
載
っ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
10
周
年
記
念
誌
が
、
栄
村

歴
史
文
化
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
来
館
し
、
手
に
取
っ
て
く

だ
さ
い
。�

（
文
責　

越
智
）

会場のおおいた豊後大野ジオパーク
にあるジオサイト「菅尾摩崖仏」
火砕流でできた岩石を緻密に彫った
仏像、まさに『天地人』

ブース「縄文着体験」の一コマ
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

よ りだ健保
インフルエンザの予防に注意しましょう

　先日11月15日に厚労省より、インフルエンザの流行入りが発表されました。先月号ではインフルエンザの
予防接種についての記事を掲載しましたが、みなさま接種はお済みでしょうか。まだこれからという方は、
是非早めに予防接種をしましょう。
　そして、インフルエンザに感染しないためには、手洗い・うがいといった当たり前なこともとても大切で
す。みなさま正しい手洗いができているでしょうか。正しい手洗いは、インフルエンザのみならず全ての感
染症対策の基本です。以下の手順通りしっかりした手洗いでインフルエンザの流行を全員で防ぎましょう。

水洗い

親指

石鹸をつける

指先・爪

手のひら

手首

手の甲

洗い流す

指の間

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
遠
藤
執
筆
員
は
、
縄
張
図
を

完
成
さ
せ
、
古
文
書
を
読
み
解
く
中
で

こ
の
城
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

箕
作
の
常
慶
院
は
、
そ
の
昔
、
月

岡
（
大
巻
）
の
寺
屋
敷
（
寺
窪
）
に
あ

り
ま
し
た
が
、
15
・
16
世
紀
に
は
百
合

居
温
泉
近
く
の
「
も
っ
て
ら
（
元
寺
）」

に
移
っ
た
と
す
る
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

常
慶
院
は
、
そ
こ
か
ら
ま
た
現
在
地
に

移
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
て
ら
」
は
百
合
居
温
泉
奥
の

山
手
の
傾
斜
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺

り
は
石
垣
を
積
ん
で
田
や
畑
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
原
野
に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
上
部
に
は
常
慶
院

の
所
有
地
も
あ
り
、
編
纂
室
で
は
こ
の

地
が
旧
常
慶
院
の
跡
地
な
の
か
、
調
査

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─
８
７
─
３
１
１
８ 

　

昨
秋
、
月
岡
の
字
「
雨
引
」
に
山
城

跡
が
発
見
さ
れ
、本
年
度
は
、そ
の
「
縄

張
図
」
を
作
成
す
る
た
め
、
中
世
史
担

当
の
遠
藤
公
洋
執
筆
員
が
11
月
２
日

㈯
・
３
日
㈰
に
現
地
の
実
測
を
行
い
ま

し
た
。

　

事
前
に
現
地
の
草
刈
り
を
す
る
こ
と

で
、
昨
秋
見
落
と
し
て
い
た
遺
構
も
姿

を
現
し
、
ほ
ぼ
全
容
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。月
岡
地
区
に
あ
る「
仙

当
城
」
に
相
当
す
る
規
模
と
細
工
が
確

雨
引
城
の
実
測
調
査
を
実
施

旧
常
慶
院
跡「
元
寺
」の
調
査
開
始

雨引城実測調査
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村
を
想
う

小
・
中
学
生
と
村
長
の

懇
談
会

宮
川
幹
雄
さ
ん

木
村
富
美
代
さ
ん

表
彰
さ
れ
る

　

栄
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
村
づ
く
り
に
進
ん
で
参
加
し
て
ゆ

く
意
欲
を
は
ぐ
く
み
た
い
と
い
う
目
的

で
「
小
・
中
学
生
と
村
長
の
懇
談
会
」

を
11
月
15
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
栄
村
文

化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

栄
小
学
校
５
・
６
年
生
と
栄
中
学
校

全
校
生
徒
が
地
域
課
題
を
話
し
合
い
、

研
究
を
進
め
て
き
た
成
果
を
村
の
理
事

者
に
質
問
・
提
言
し
、
そ
れ
に
対
し
て

村
長
、
担
当
課
長
か
ら
回
答
を
す
る
と

い
う
形
で
進
め
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
者
は
栄
小
が
３
名
、
栄

中
は
８
名
で
、
観
光
に
関
し
て
の
Ｐ
Ｒ

方
法
、
特
産
品
開
発
、
交
流
の
場
づ
く

り
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
村
の
発
展
に

向
け
「
こ
う
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
」

と
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
問
・
提
言
に
立
っ
た
一
人
ひ
と
り

に
、
村
長
は
「
令
和
２
年
度
予
算
に
前

向
き
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

　

人
口
減
、
高
齢
化
、
縮
小
社
会
の
中

で
、
と
か
く
消
極
的
な
発
想
に
な
り
が

ち
な
大
人
社
会
に
新
鮮
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
た
ら
し
た
懇
談
会
で
し
た
。

堂々と意見発表する中学生

会場を埋める生徒と先生方

【
質
問
者
・
質
問
事
項
】

◦
小
５　

岡　

優
希
菜	

　

観
光
地
の
宣
伝
方
法
に
つ
い
て

◦
小
６　

福
原　

弥
夢	

　

秋
山
観
光
の
活
用
に
つ
い
て

◦
小
６　

宇
佐
美　

千
晴	

　

若
い
人
が
栄
村
へ
来
た
く
な
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
及
び
活
用
に
つ
い
て

◦
中
３　

関
澤　

麗
花【
野
菜
調
査
団
】

　

野
菜
商
品
開
発
の
生
産
販
売
に
つ
い
て

◦
中
３　

広
瀬　

り
こ

【
お
菓
子
作
り
グ
ル
ー
プ
】

　

野
菜
を
使
っ
た
お
菓
子
の
販
売
に
つ

い
て

◦
中
２　

髙
橋　

侑
椰
【
商
品
開
発
】

　

商
品
開
発
に
係
る
資
金
援
助
等
に
つ

い
て

◦
中
３　

相
澤　

大
夢
【
大
夢
の
会
】

　

栄
村
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

◦
中
３　

保
坂　

花

【
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
り
の
会
】

　

栄
村
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
と
資
金
援

助
に
つ
い
て

◦
中
１　

山
本　

こ
と
の【

栄
ブ
ッ
ク
】

　

栄
村
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン
ガ
の
作
成

◦
中
３　

月
岡　

美
桜

【
ふ
る
さ
と
塾
広
報
部
】

　

さ
か
え
ふ
る
さ
と
塾
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

◦
中
３　

関
谷　

蓮

【
村
の
人
と
の
交
流
の
場
を
作
る
会
】

　

地
域
の
人
達
と
の
交
流
の
場
に
つ
い
て

　

宮
川
幹
雄
さ
ん
（
野
田
沢
）
が
３
期

11
年
に
わ
た
り
教
育
長
と
し
て
在
職
さ

れ
、
そ
の
間
、
東
部
小
学
校
の
統
合
や

長
野
県
北
部
地
震
か
ら
の
学
校
復
興
へ

の
指
揮
監
督
な
ど
、
広
く
教
育
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
令
和
元
年

度
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表

彰
及
び
長
野
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連

絡
協
議
会
表
彰
並
び
に
長
野
県
教
育
委

員
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
富
美
代
さ
ん
（
森
）
は
、
２
期

８
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し
て
在
職

さ
れ
、
広
く
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
令
和
元
年
度
全
国
市
町

村
連
合
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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被
災
者
の
た
め
の

こ
こ
ろ
・
法
律
・
仕
事

の
相
談
会
に
つ
い
て

放
送
大
学
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

　

台
風
19
号
に
よ
る
被
災
者
の
方
を
対

象
に
、「
生
活
再
建
の
見
通
し
が
立
た

な
い
」「
不
眠
等
の
身
体
症
状
」「
将
来

へ
の
不
安
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

事
情
を
弁
護
士
や
精
神
科
医
等
の
専
門

家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
：
12
月
15
日
㈰　

12
時
～
16
時

会
場
：
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

原
則
事
前
予
約
制

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
８
─

６
１
０
４

　

放
送
大
学
は
、
4
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
は
2
月
29
日

ま
で
、第
2
回
は
3
月
17
日
ま
で
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
６
─

５
８
─

２
３
３
２

車を運転する皆さまへ
～早めのライト点灯とライトのこまめな上下切り替え～
〇夕暮れ時は、特に危険な時間帯です！
　車を運転する時は、早めにライトを点灯して、車の存在を知らせましょう。
〇夜間の運転では、歩行者や対向車がいない場合は、前照灯を上向きにするなど、こまめな
ライトの上下切替えを行い、歩行者を早期に発見しましょう。

〇歩行者、自転車がいる場合はライトを下向きにしましょう。

歩行者の皆さまへ
～明るい色の服装と反射材の着用と横断歩道の活用と安全確認～
〇夕暮れ時は、明暗のコントラストが弱まり、人や物が見えにくい危険な時間帯です。
　夕暮れ時や夜間の外出はできるだけ控え、外出する場合は、明るい色の服装で夜光反射材
等を活用し、自ら交通事故防止に努めましょう。
〇横断歩道や信号機が近くにある場合は、それを活用し、必ず車が止まってから、横断しま
しょう。

　横断歩道を渡る前だけでなく、横断中も、必ず左右の安全を確認してください。

交通死亡事故が多発しています!!
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10月火災・救助・救急出動件数

最高気温 29.8℃ 10月２日㈬

最低気温 7.3℃ 10月17日㈭

平均気温 15.7℃ 総 雨 量 305㎜

栄村の気象（10月）

世帯数 810世帯 前月比－1
人　口 1,803人 －2
男 868人 1
女 935人 －3

出生 1
死亡 2
転入 1
転出 2

世帯と人口（11月１日現在） 10月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 52 98 飯山日赤� 7

津南病院� 3
そ の 他� 2
不 搬 送� 2
合　　計� 14
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 12

野沢温泉村 0 0 10

栄 村 0 0 14

管 轄 外 等 0 0 5

みのがすな　小さな火のもと　火事のもと

１２月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料　
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○簡易水道料
○温泉使用料　　　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　11月はとうとう初雪が降りました。皆さん
はタイヤ交換は済みましたか？私は次に降っ
た時に交換する予定です。
　10月から11月にかけて県内各所において交
通死亡事故が多発しています。
　これからの時期は、路面の凍結や視界不良
が懸念されるため、タイヤ交換とライトの点
灯は早め早めを心掛けましょう。

生活カレンダー１２月
15
日
㈰　

自
然
学
校
【
歴
史
文
化
館
】

21
日
㈯　

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

28
日
㈯
～
31
日
㈫　

消
防
団
歳
末
警
戒

　

保
育
園
の
ホ
ー
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
や
り
ま

す
!!
ぜ
ひ
皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
ね
！

　

午
前
9
時
半
頃
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て

く
る
か
も
… 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
ひ
な
た
ぼ
っ
こ　

午
前
9
時
か
ら
12
時
】

16
日
㈪　

遊
び
の
教
室【保

育
園　

午
前
10
時
か
ら
】

20
日
㈮　

乳
児
健
診

【
集
団
健
診
室　

午
後
1
時
か
ら
】

24
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
健
診
室　

午
前
10
時
か
ら
】

行
事
予
定

保
育
園
イ
ベ
ン
ト
　

ク
リ
ス
マ
ス
会

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　１月６日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　12月23日㈪
　八十二銀行・県信　12月25日㈬

佑



老人ホーム建設に関する報告

令和元年度　北信広域連合善行表彰が行われました
　令和元年9月２日、中野市役所において、令和元年度北信
広域連合善行表彰が行われ、高社寮とふるさと苑に、お米（合
計145万6千円相当）をご寄附いただきました勝山正美 様が
表彰されました。
　感謝状は代理で出席した息子の剛頼さんに連合長から贈ら
れました。
　勝山様は昨年、一昨年もお米やりんごジュース、キノコセッ
ト等多くのご寄附をいただきました。
　たくさんのご支援をいただき、心より感謝申し上げます。

　老人ホーム千曲荘と老人ホーム高社寮を統合する新施設の建設工事が、飯山市照里地区の旧第三中学校敷
地で行われています。
　工事を請け負っているのは、北野建設㈱・中野土建㈱・伊東建設㈱・高津電気工事㈱・㈱宮本園による建
設工事共同企業体です。
　令和元年9月3日に起工式を行いました。令和元年度は地盤改良工事と基礎工事を行っています。

（写真は令和元年 11月 1日現在）

ご寄附いただいたお米を食べる利用者（高社寮）

工事現場の様子

発行／北信広域連合 令和元年12月発行  〒389-2101 長野県中野市大字豊津2508 中野市豊田支所内 TEL.0269-38-5050  FAX.0269-38-5051  Eメール： kouiki@hokusin.or.jp

vol.442019 冬号
ホームページアドレス
信越自然郷ホームページ

http://www.hokusin.or.jp/
http://shinetsu-shizenkyo.com/

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙



北信広域連合決算報告
令和元年10月の北信広域連合議会定例会において、平成30年度一般会計・特別会計決算が認定されました。

一 般 会 計

特 別 会 計 （単位：千円）

財 産 （令和元年5月31日現在）

主 な 支 出 （単位：千円）

280,108 千円歳 入 275,463 千円歳 出

特別老人ホーム ■一般会計

■特別養護老人ホーム会計

■養護老人ホーム会計

養護老人ホーム

望岳荘 高社寮 千曲荘

歳入　425,218 歳入　36,303 歳入　309,945

歳出　414,006 歳出　35,219 歳出　301,356

・老人ホーム建設事業 55,728
・病院群輪番制病院運営事業 33,673

望岳荘 ・居室エアコン更新工事
・食堂照明 LED化改修工事

4,320
1,955

千曲荘 ・居室エアコン更新工事
・小型自動分包機購入

1,620
※ 228

いで湯の里 ・管理棟トイレ改修工事
・車椅子購入（2台）

194
72

菜の花苑 ・高圧電気設備改修工事
・厨房エアコン更新工事

1,922
1,436

ふるさと苑 ・居室エアコン更新工事
・電気式乾燥機購入（1台）

2,322
967

科　　目 金額（単位：千円） 割合（単位 :％）
分担金及び負担金 134,806 48.1

財産収入 32,122 11.5
繰入金 106,840 38.1

繰越金 6,201 2.2
諸収入 139 0.1

科　　目 金額（単位：千円） 割合（単位 :％）
議会費 407 0.2

総務費 76,620 27.8
民生費 104,692 38

衛生費 33,673 12.2
公債費 60,071 21.8

高社寮 ・1号棟トイレ床修繕 68

千曲荘 ・墓地基礎改修工事
・小型自動分包機購入

713
※ 172

高社寮 千曲荘

歳入　153,710 歳入　116,509

歳出　146,226 歳出　110,121

いで湯の里 菜の花苑 ふるさと苑

歳入　334,484 歳入　316,758 歳入　326,774

歳出　322,117 歳出　306,539 歳出　317,744

■歳入
・分担金及び負担金… 組織市町村、北信保健衛生施設組合、岳北広域行政組合及び岳南広域消防組合からの分担

金及び負担金。
■歳出
・  議会費…定例会（年2回開催）及び臨時会の経費。組織市町村議会から選任された議員23名で構成。
・総務費…広域連合の運営、公平委員会に関する事務等の経費。
・民生費…介護認定審査会、障害支援区分認定審査会及び入所判定委員会等の経費。
・衛生費… 病院群輪番制病院運営事業（休日・夜間における救急・緊急患者の医療確保のための補助金を交付する。）

の経費。
・公債費…老人ホーム建設に係る起債償還の経費。

建　　　物 23,665㎡

基　　　金 2,779,514 千円

※ 1台購入し、その費用を特養と養護で按分した金額



1職員の任免及び職員数に関する状況

3職員の勤務時間その他勤務条件の状況

4職員の分限及び懲戒処分の状況

6職員の研修及び勤務成績の評定の状況

7職員の福祉及び利益保護の状況

5職員の服務の状況

2職員の給与の状況

採用者数 退職者数
2 人 8人

新規取得 5人 前年度から継続 4人勤務時間 8：30 ～17：15 休憩時間 12：00 ～13：00

分限処分者数 2 人 懲戒処分者数 0人

研修名 内　　　　　容

フォローアップ研修 採用後15年から20年以内の職員を対象に実施。介護現場で必要となる、利用者やご家族に信頼されるための実務的なビジネ
スマナー・ケアコミュニケーションを学ぶ。

職場体験研修
採用後 5年を経過した職員を対象。広域連合以外の職場を体験し見聞を広めることにより、連合職員としての自覚を促すと
ともに、多様化の時代に対応できる職員を育成する。
民間企業（同業種）での実習及び研修を5日間実施する。

メンタルヘルス研修会 職員全員を対象。職場のメンタルヘルスについて、こころの健康づくりの研修を行うことにより精神的な不調を解消し、職務
の効率の向上を図る。

申請件数 0 件 承認件数 0 件

平均給料月額 平均年齢
286,080 円 42.8 歳

試　験　区　分 短大卒業程度 高校卒業程度
初　　任　　給 161,300 円 148,600 円

職員数（A） 給与額（単位：千円） 1人当たり給与費
（B/A） 共済費給料 職員手当 計（B）

181人 593,897 301,726 895,623 4,948千円 186,135 千円

評価の回数 2回 評価の時期 9月・2月 評価の方法 能力評価・業績評価

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
2,228,791千円 1,054,679 千円 47.3%

部　　　　門 職員数
平成 30 年 平成 31年

事務局 10人 10人
特別養護老人ホーム望岳荘 35人 34人
老人ホーム高社寮 13人 14人
老人ホーム千曲荘 36人 32人

特別養護老人ホームいで湯の里 28人 29人
特別養護老人ホーム菜の花苑 28人 27人
特別養護老人ホームふるさと苑 27人 25人

合　　計 177人 171人

北信広域連合人事行政の運営等の状況を公表します

⑴職員の採用及び退職の状況

⑴勤務時間（標準的なもの） ⑵育児休業（平成30年度）

⑴分限及び懲戒処分者数（平成30年度）

⑴職員研修の状況（平成30年度）

⑴職員の営利企業等従事制限に係る許可の状況（平成30年度）

⑶職員平均給料月額と平均年齢の状況（平成31年4月1日現在） ⑷初任給（平成31年4月1日現在）

⑵職員給与費の状況（普通会計及び特別会計の予算を合わせたもの）（平成31年度予算）

⑵人事評価の状況
　平成30年度より実施。処遇等への反映は今後、段階的に行う予定です。

　　・定期健康診断受診者数　173人　　　・公務災害認定件数　０件　　　 ・通勤災害認定件数　０件　（平成30年度）
　　・地方公務員法第42条の規定に基づき北信広域連合職員互助会を設置し、福利厚生事業、給付事業を実施。

◆平成30年度　北信広域連合公平委員会の業務状況
　（中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・北信保健衛生施設組合・岳北広域行政組合・岳南広域消防組合・北信広域連合）
　　1　勤務条件に関する措置要求の状況 ⑴件数　０件
　　2　不利益処分に関する不服申し立て状況 ⑴件数　１件（平成29年９月29日受理） ⑵処理の状況　平成30年５月21日裁決　却下

⑴人件費の状況（普通会計及び特別会計の決算を合わせたもの）
（平成30年度決算）

⑵部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

（注）  採用者数はH31.4.1の採用者数であり、退職者数はH30.4.1～ H31.3.31の退職
者数です。

（注）利用者のサービス向上のため、早出・遅出・夜勤等細かなシフトがあります。

（注）職員手当には、退職手当を含みません。給与費は当初予算に計上された額です。

（注）  職員数は一般職に属する職員であり、市町村からの派遣職員及び地方公務員の身分
を持つ休職者などを含みます。嘱託職員、臨時職員、非常勤職員は除きます。

北信広域連合　会計年度任用職員に関するお知らせ
　平成29年5月に地方公務員法及び地方自治法の一部が改正され、現在の嘱託職員・臨時職員としての雇用は、令和2年度から、会計年度
任用職員として任用することとなります。
　当広域連合では、現在、この会計年度任用職員の導入に向けた準備を行っている状況であり、その内容等につきましては、令和2年2月
中旬に決定する方向で進めております。
　令和2年4月1日採用の会計年度任用職員の募集につきましては、その関係条例等を制定後の令和2年2月中旬から募集を開始し、会計年
度任用職員採用試験は令和2年3月8日（日）に実施する予定です。
　詳細が決まりましたら、北信広域連合の公式ホームページに掲載させていただきますが、お聞きになりたい点等がございましたら、お気
軽にお問合せください。

　　　　　　　　　○問い合わせ先　北信広域連合事務局　総務係　TEL0269-38-5050
　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.hokusin.or.jp



ご寄附ありがとうございました

施設の様子を紹介します

北信広域管内 穴場観光スポット　　 ※各市町村を順次ご紹介しています。木島平村

馬曲温泉露天風呂からの景色（提供：木島平村役場）

馬
ま ぐ せ
曲温

おんせん
泉

　四季折々の景色を楽しめる馬曲温泉ですが、冬の景色はとり
わけおすすめです。
　冬の野天風呂からの景色は、日本経済新聞が制定した「雪景
色が素晴らしい温泉」で、東日本で一番と評されるほどです。
温泉で火照ったところを寒風で冷まし、また温泉に入ると長時
間入浴を楽しめる温泉となっております。
　また、露天風呂までの通路にある明治時代に建てられた水車
小屋は現存している県内最古と言われている茅葺屋根であり、
こちらも見どころです。

　令和元年8月30日、
10月4日に木島平村の
「おひさま保育園」のお
友達と望岳荘の利用者様
との交流会が開かれまし
た。小さなお友達にご自
分のお孫さんなどを思い
出されたのか利用者様は
本当に嬉しそうでした。
「また来年も来てくれる
かな !!」に「いいとも !!」
と答えてくれました。

　令和元年6月17日
にボランティアの方
による落語が披露さ
れました。演目は、
「そば清」という、面
白くちょっと怖い不
思議なお噺で、そば
をすする音と動作な
ど生の落語に魅了さ
れたひと時でした。

　千曲荘の畑には立
派なサツマイモがで
きました。令和元年
10月10日、お天気
の良い日に利用者様
がイモ掘りをしまし
た。土の中からサツ
マイモが出てくるた
びに、皆さんニコニ
コ顔。やっぱり収穫
するって楽しいです
よね !

　いで湯の里の夏祭りが
令和元年7月26日に行わ
れました。「楽農座」の
皆さんによる演奏では、
盛大に太鼓を叩く音に利
用者様も聞きほれていま
した。
　いで湯の里特製のたこ
焼き・かき氷などの屋台
の出店や、最後には打ち
上げ花火もあり、楽しい
ひと時を過ごしました。

　菜の花苑では、令
和元年8月1日に夏祭
りがありました。
　道祖神太鼓やタヒ
チアンダンスのボラ
ンティア、盆踊りや
花火で楽しい夜のひ
と時を過ごしました。

　ふるさと苑では、毎年
夏と秋の2回、ご近所の
永田保育園児さんが交流
に来てくれます。令和元
年7月に七夕飾りを利用
者様と一緒に作りながら
交流を図りました。飾り
を作った後は園児の皆さ
んが肩たたきをしてくれ
て、利用者様は肩も心も
温かくほぐれたことで
しょう。

　北信広域連合では、現在6か所の老人ホーム（特別養護老人ホーム、養護老人ホーム）を運営しています。
　利用者の皆さんが安心して楽しく生活できるよう、様々な行事を地域の皆様のご協力をいただきながら行っ
ています。

平成30年11月１日から令和元年10月31日までにいただいた寄附について、お知らせいたします。
　　　　　　丸山　様　　リクライニング車いす１台
　　　　　　特養　　【匿名希望】　カラオケセット、洗濯機ほか　全７点（10万円相当）
　　　　　　特養　　【匿名希望】　車いす３台（13万円相当）
　　　　　　養護　　藤沢　久子　様　　現金５万円
他にも、たくさんの方々のボランティアを行っていただいており、心より感謝申し上げます。

菜の花苑
千曲荘

望岳荘

高社寮

千曲荘

菜の花
苑

ふるさと
苑

いで湯
の里




